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■ 村上 祥子 様（大11食）
『古くて新しい今こそ大豆』 東京書籍
■ 伊佐　浩一郎 様
『鎌田迪貞聞き書き「行雲流水」』 九州電力株式会社
■ 水口　一志 様
『“新聞のおばさん”と呼ばれた 高崎節子の闘い：
　児童・女性の人権保護に尽くした半生』 花乱社

寄
贈
図
書

寄
贈
図
書

寄
贈
図
書

同窓会筑紫海会へご寄附いただきありがとうございました

同窓会の皆様、今年度の
総会当番は、大学41回、
42回、63回、70回生が担
当させていただきます。

今回は、来年に創立100
周年を迎える筑紫海会にとって、たいへん
重要な節目の総会となります。多くの皆様に
ご参加いただき、心温まるひとときをお過ごし
いただけますよう、同窓会役員の皆様や前
当番学年の先輩方のお力添えをいただきな
がら、現在準備を進めております。また、総会
終了後には、私たちの大学時代にご指導くだ
さり、現在も精力的にご活動中の村上祥子
先生によるご講演会が予定されています。

ぜひお誘い合わせの上ご出席くださいます
よう、当番学年一同、皆様とお会いできる日を
心より楽しみにしております。

総会当番学年ご挨拶
■実行委員長 ／ 山口 久美子（大41食）
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総会及び筑紫海会創立100周年記念プレイベント「村上祥子先生講演会」を下記のとおり
開催いたします（会報1面参照）。多くの皆様のご参加を心よりお待ち申し上げます。

2026（令和８）年度筑紫海会総会及び講演会のご案内

・参加方式①②（対面参加）
◎申込フォーム（右記QRコード） ◎郵送 ◎FAX のいずれか

・参加方式③（オンライン参加）
◎申込フォーム（右記） または ◎メール
（お申し込みのメールアドレスに配信します）
申込フォームは、右記QRコードもしくは、筑紫海会HP「Bikita」から
郵送・FAX・メールの場合は、下記を記載の上、筑紫海会事務局まで
■ 記載事項／住所、氏名（ふりがな）、卒業回・学科・専攻

（例：大31英）、電話番号、参加方式

※ご不明な点は筑紫海会事務局へ
お気軽にお尋ねください。

福岡女子大学では、毎年、公開講座を開講しており、どなた
でもご受講いただけます。2026年度の特別講座シリーズの
1つをご紹介します。

他にも様々な講座があります。詳細は、下記QRコード
またはURLからサイトにアクセスしてご確認ください。

福岡女子大学公開講座のお知らせ

福岡女子大学地域連携センター
〒813-8529 福岡市東区香住ヶ丘1-1-1
Tel：092-661-2728（直通） Fax：092-692-3220

http://www.fwu.ac.jp/collaboration/exchange/extramural_lecture/index.html

●講座名：「本と人と時代（仮題）」〈シリーズ全5回・1回90分〉
●日　時：2026年10月　毎週金曜日　14時～15時30分
●講　師：向井剛、都地沙央里、村里好俊、山口裕美、濱奈々恵（敬称略）

※日時、講師等は予定

お申込み
・

お問合せ

令和8年度 大学41、42、63、70回生
令和9年度 大学42、43、44、64、71回生

当番
学年

◎在学生の留学への支援（補助金提供）
◎大学との共催事業
◎在学生に筑紫海会賞を授与
◎会報を年1回発行（HPは随時更新）
◎同窓生同士が互いに育ち合う
◎総会および支部総会開催などで広く交流を図る
◎入会手続きは、筑紫海会事務局
（地域連携センター棟1階）へ

TEL・FAX 092-692-3194
【入会金】30,000円
【年次会費】3,000円(在学中は不要)

同窓会の主な活動

＊講演会の先行予約期間（12月1日～1月31日）は終了しました。現在一般予約の受付を行っていま
すが、300席までの先着受付となりますので予めご了承ください。
＊既に講演会の参加申し込みをされている方は、お申し込み不要です。

（１）日　　時：令和8年4月19日（日）
【総　会】 ◎受付／9：30～　◎開会／11：00～11：40
【講演会】 ◎開場／12：40～ ◎開演／13：10～15：00

（２）会　　場：福岡女子大学 ※当日お越しの際は、公共交通機関をご利用ください。
【総　会】 C201講義室（Zoomによる同時配信）
【講演会】 大学会館

（３）参　加　費：2,000円 （お弁当、お茶代） ※現金のみの受付となります。
※当日は、年次会費、寄附金も受け付けます。

（４）議　　事：令和7年度事業・決算報告／令和8年度事業・予算案／令和8年度役員案
（５）参加方式：①総会（対面）と講演会＊に参加

②総会（対面）のみ参加
③総会（オンライン）に参加

（６）申込方法：締切／令和8年4月9日（木）必着

2025年1月～12月まで、延べ326名の皆様より4,033,500円（同窓会100周年）、
延べ156名の皆様より1,272,500円（一般）の寄附がありました。別紙にて、ご寄附い
ただいた皆様のご芳名をご紹介させていただいています。
同窓会活動は、皆様のご支援とご協力によって支えられています。
同封の振込用紙、もしくはBikitaサイト（右のQRコードをご活用くだ
さい）からも受け付けておりますので、年次会費の納入および同窓会
100周年のためのご寄附をどうぞよろしくお願いいたします。

申込
フォームは
コチラ

筑紫海会の100年を振り返る「筑紫海会百周年記念誌」
（2027年秋刊行予定）を制作中です。1997年刊行の『檍が
原から香住丘へ－筑紫海会七十年の軌跡－』の続編として、
その後の30年間の歩みを中心にまとめました。筑紫海学園の
総括や、女専1回生から現在までの卒業生名簿も掲載予定です。
また、大学院修了生へのアンケート、新学部創設前の学生

生活に関する資料収集や取材、筑紫海会賞受賞者による
オンライン座談会、コロナ禍の学生生活をテーマとした座談会
など、多角的な視点で充実した内容となっています。

百周年記念誌制作

71回卒業生の座談会

筑紫海会では、創立100周年を広く周知するため、
3年にわたりプレイベントを開催してきました。

記念誌委員会

◎事務局／福岡女子大学内 ｜TEL・FAX （092）692-3194｜ホームページ https://www.bikita.jp/class/?cl=cfee70 「Bikita 福岡女子大学」または「筑紫海会」で検索
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今回は、本学の同窓生であり、電子レンジ調理の第一人者と
して知られる村上祥子先生を講師にお迎えいたします。日本の
食と健康の歴史をたどりながら、人生１００年時代となった今、
私たちを取り巻く環境が変化しても、日々三食をいただくという営み
は変わりません。元気のもとは食べ方次第というお話を伺いながら、
電子レンジを使った調理実演も目の前でご覧いただけます。

料理研究家。管理栄養士。福岡女子
大学客員教授。1964年、本学家政学
部食物学科を卒業後、1985年より本学
で病態栄養指導講座を担当。らくチン
離乳食から栄養満点おべんとう、糖尿病
予防・改善レシピ、介護食に至るまで、
あらゆるジャンルに電子レンジテクを活用
したレシピを開発。「ちゃんと食べてちゃん
と生きる」をモットーに、日本国内はもと
より海外でも「食べ力（ぢから）®」をつける
ことへの提案と、実践的食育指導に情熱
を注ぐ。2025年、福岡県の文化交流への
貢献が認められ、第33回福岡県文化賞
（社会部門）を受賞。

2026年（令和8年）4月1日

2024年4月：古澤巖ヴァイオリンコンサート

2025年4月：渡邉俊教授による講演
「大学百年史こぼれ話」

2026年4月：村上祥子先生による講演会

なお、2027年3月21日（日）
には、記念式典および古澤巖
ヴァイオリンコンサートの開催を
予定しており、現在その企画・運営
に向けて準備を進めています。

来年の記念イベントのおトクな申込方法については3面をご覧ください。

2025年3月、同窓会と会員、会員同士をつなぐ新たなコミュニ
ティサイト「Bikita（ビキタ）」をスタートしました。会報発送時に会員
登録用ID・パスワードを同封し、総会、クラス委員会、支部長会等で
登録サポートや活用紹介を行うなど、周知活動を継続しています。

サイト内では、2025年9月から「大学通信」タイルが新設される
など、コンテンツの拡充も進行中。今後も、一斉メールによる
新着情報の配信や、イベント申込時の先行予約機能など、利便性
向上に向けた取り組みを行っていきます。

ビ キ タ

BikitaスタートIT化委員会

あわき

筑紫海会創立１００周年記念事業
実行委員会（IT化委員会、記念誌
委員会、式典委員会）のこれまでの
主な活動をご紹介します。

3委員会の活動をピックアップ！

筑紫海会 100周年へ

福岡女子大学 第13回ホームカミングデー 筑紫海会 創立１００周年記念プレイベント
料理研究家

村上祥子先生（大11食）「人生、食べて、カッコよく」
村上祥子氏プロフィール

講演会

２０２６（令和８）年
４月19日（日）
13：10～15：00

日 時

福岡女子大学 大学会館会 場

プレイベント開催式典委員会

2024年 古澤巖コンサート

2027年3月21日㈰スケジュール（予定）

10：30～11：30　オープニングセレモニー・記念式典等
11：50～12：10　総会
13：30～15：30　記念コンサート

事前予約制

筑紫海会会員

300名
総会、講演会の申込方法の詳細
については８面をご覧ください。
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献
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。

同
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窓
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。
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校
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中
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り
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強

い
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け
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れ
る
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て
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ザ
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。

　

福
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。
多
く
の
方
々
の
推
薦
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、そ
れ
に
十
分
お
応

週
に
１
回
、放
課
後
、中
学
校
で

数
学
を
教
え
て
い
る
。
先
日
、突
然

「
先
生
の
自
慢
は
何
で
す
か
」と
質

問
さ
れ
た
。「
マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ

ン
ブ
ル
」と
答
え
た
。
女
子
大
マ
ン

ド
リ
ン
ク
ラ
ブ
O
G
で
、還
暦
を
過

ぎ
て
軽
い
気
持
ち
で
結
成
し
た
。

と
こ
ろ
が
、年
齢
に
は
抗
え
ず
、

目
は
見
え
ず
、指
は
動
か
ず
、肩
は

凝
る
。
覚
え
は
悪
く
根
気
も
無
い
。

そ
れ
で
も
練
習
す
れ
ば
上
達
は

す
る
の
で
あ
る
。
今
更
に
し
て
練

習
は
裏
切
ら
な
い
こ
と
を
実
感
で

き
た
。

学
生
の
頃
、マ
ン
ド
リ
ン
な
ら

電
車
で
運
ぶ
こ
と
が
で
き
る
と

選
ん
だ
マ
ン
ク
ラ
だ
っ
た
。
理
由

は
と
も
あ
れ
、そ
の
選
択
の
お
か
げ

で
60
代
の
今
、人
様
の
前
で
演
奏
し

喜
ん
で
も
ら
え
る
。
達
成
感
も
味

わ
え
る
。
演
奏
に
穴
を
あ
け
な
い

よ
う
に
体
調
に
気
を
付
け
る
。
練

習
後
に
楽
し
い
お
茶
の
時
間
を
過

ご
せ
る
。
さ
ら
に
認
知
機
能
の
維

持
に
も
役
立
っ
て
い
る
は
ず
。
い

い
こ
と
し
か
な
い
。

中
学
生
に
は「
す
ご
い
」と
、驚

く
ほ
ど
褒
め
ら
れ
た
。
マ
ン
ク
ラ

万
歳
！ 波

紋
久
留
米
・
筑
後
地
区
支
部
長

廣
松 

美
和 

（
大
28
国
）
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●かすみ祭で同窓会イベント「日本文化とふれあう」を開催
〈2025年10月25日〉

10月25日㈯に開催された第72回かすみ祭において、筑紫海会は「日本文化と
ふれあう」をテーマに、折り紙体験、煎茶体験の2体験コースを実施しました。

第９回筑紫海会賞

受賞者紹介

山下 歌琳さん（国際教養学科４年）

ランゲージカフェ活動を基盤として、学内のグローバル
化に資する複数の活動に参加し、3年次のカフェ10周年
イベントでは中心となって活躍されました。学外におい
ても、「帰国子女の会イースターイベント」、「元気日本語
学校 街歩き」、「冬休み親子にほんご教室」、福岡で日本
初開催となったWFTGA（世界観光ガイド連盟）総会での
通訳など、様々なイベントのサポートに尽力されました。
また、同窓会コミュニティサイトへの卒業生の登録サポート
にも積極的に協力いただきました。

2027年、福岡女子大学同窓会筑紫海会は創立100周年を迎えます。
記念すべき節目の年に向けて、筑紫海会では、これまで３年にわたり創立100周年プレイベントを

開催してまいりました。今年度のプレイベント「村上祥子先生講演会」では、先行予約制を初めて
導入し、先行予約された方には、早めのご入場や抽選で村上先生サイン入り著書のプレゼントなど
特典をご用意しています。

来年2027年には、筑紫海会創立１００周年記念イベントとして、国内外で活躍するヴァイオリニスト
古澤巖氏をお迎えし、心に響くコンサートの開催を予定しています。2年前のプレイベントでも、お母様
の古澤正子様とご友人の薄昭子様（共に女専25回生）をはじめ同窓生の皆様のご尽力により、盛大
なコンサートを実現することができ、420名を超える皆様にご来場いただきました。
来年の記念コンサートでも、特典付きの先行予約を行います。

2027年 筑紫海会創立100周年記念イベント先行予約のお知らせ

筑紫海会創立100周年記念イベント　古澤巖ヴァイオリンコンサート
◎開催日時／2027（令和9）年3月21日（日） 13：30～　◎会場／福岡女子大学 大学会館

嬉野の父、佐世保の母の元
1959年生まれ。博多では毎年
12月にベルリンフィル・ストリン
グスと「愛のXmas」ツアーを
行っている（12年目）。葉加瀬
太郎、高嶋ちさ子との「三大バ
イオリン」メンバー、競技ダンス
番組「Dの旋律」出演中（毎週㈯
25:30-BSテレ東）。年間国内
だけで160公演を行い、コル
シカ島では20年以上続くフラ
ンスを代表する音楽祭のゲスト
として招かれている。洗足学園
音楽大学客員教授として学生達
との公演を担当、毎夏日向ミュー
ジック＆サーフィンキャンプ開催。

古澤巖氏プロフィール

Bikitaサイトに予め会員登録いただくと、お知らせ
メールの受信、サイト上からの簡単なお申込みが
可能となります。この機会にぜひ、ご登録いただ
き、従来のホームページの機能を超えるコミュニテ
ィサイトの便利な機能をご活用ください。一度登
録すれば、今後のイベント情報や限定コンテンツ
も受け取ることができます。

①上記QRコードからBikitaにアクセスし、
　ID・パスワード※を入力

②メールアドレスを入力し、確認→登録をクリック
③届いたメールに記載のリンクを開いて必要項目を入力し、
確認後、登録をクリック→登録完了！

※ID・パスワードがご不明の方はこちらから▶
　（照会には数日かかる場合があります）

•先行予約の詳細は、筑紫海会ホームページ（Bikitaサイト：右記QRコードまたは下記
URL）で2026年秋頃、告知を行います。URL:https://www.bikita.jp/class/?cl=cfee70

•先行予約期間になりましたら、Bikitaの先行予約サイト上のGoogleフォームから
お申込みができます。

•Bikitaサイト、スマホやパソコンをご利用されない方もご安心ください。郵送またはFAXでもお申
込みいただけます。

あなたの登録が、同窓会活動を支えます

● Bikita会員登録方法／簡単3ステップ

●ろうそく能
〈2025年11月11日〉

●イルミネーション点灯式
〈2025年12月1日〉

●福岡女子大学フィルハーモニーオーケストラ第3回定期演奏会
〈2025年11月4日〉

■ 先行予約の方法
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会
長
挨
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１
０
０
周
年
か
ら

未
来
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目
指
し
て

プ
ラ
イ
ド

―

活
躍
す
る

　卒
業
生
た
ち―

福
岡
女
子
大
学
理
事
長
兼
学
長

向
井 

剛

学
長
挨
拶

2
0
2
5（
令
和
7
）年
の
総
会

に
お
い
て
、皆
様
の
ご
承
認
を
賜
り
、

引
き
続
き
会
長
を
仰
せ
つ
か
り
ま
し

た
辻
村
で
ご
ざ
い
ま
す
。
会
員
皆
様

と
の
親
睦
を
一
層
深
め
、母
校
と
の
連

携
を
よ
り
強
固
に
し
、そ
の
発
展
の

た
め
に
役
員
一
同
、全
力
を
尽
く
す

所
存
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、筑
紫
海
会
は
、2
0
2
7

（
令
和
9
）年
に
創
立
1
0
0
周
年

を
迎
え
る
、歴
史
と
伝
統
あ
る
同
窓

会
で
す
。
近
年
の
私
立
女
子
大
で
の

共
学
化
の
流
れ
の
中
、大
学
の
価
値

を
決
め
る
の
は
、外
面
的
な
変
化
で

は
な
く
教
育
の
中
身
だ
と
確
信
し
て

い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
も
皆
様
か
ら
の
浄
財

は
、学
生
の
留
学
支
援
等
に
活
か
さ

れ
て
い
ま
す
が
、新
た
に
キ
ャ
ン
パ
ス

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョン
や
、学
生・教
職
員

の
健
康
増
進
の
た
め
の
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
チ
ャ
レ
ン
ジ
へ
の
協
賛
で
、支
援
の

輪
を
広
げ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
華
や
か
な
景
観

は
冬
の
風
物
詩
と
し
て
地
域
貢
献
に

つ
な
が
り
、学
生
の
皆
さ
ん
に
同
窓

会
を
身
近
に
感
じ
て
い
た
だ
く
機
会

に
も
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

1
0
0
周
年
、そ
し
て
そ
の
未
来
に

向
け
、皆
様
の
温
か
い
ご
支
援
、ご
協
力

を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

同
窓
会
1
0
0
周
年
記
念
誌
の

制
作
に
あ
た
り
、様
々
な
同
窓
生
と

交
流
す
る
中
で
、近
年
の
学
生
た
ち

が
目
覚
ま
し
く
進
路
を
広
げ
、大
学

が
活
況
を
呈
し
て
い
る
事
実
に
触
れ

ま
し
た
。
留
学
制
度
の
充
実
や
全
寮

制
の
導
入
と
い
っ
た
、母
校
が
提
供

し
て
き
た
先
進
的
な
教
育
環
境
が
、

複
合
的
に
実
を
結
ん
で
き
て
い
る
結

果
で
し
ょ
う
。

「
国
際
社
会
で
活
躍
す
る
実
践
的

な
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
」と

い
う
母
校
の
理
念
を
尊
重
し
、「
社
会

の
中
枢
に
女
性
を
送
り
出
す
」力
強

い
後
押
し
役
と
し
て
、同
窓
会
が
未

来
へ
向
け
て
在
り
続
け
ら
れ
る
よ
う

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

1
9
4
7
年
4
月
、福
女
大
で
は
、

大
学
昇
格
運
動
が
始
ま
り
、学
生
た

ち
は
街
頭
で
の
物
品
販
売
、教
育
宝

く
じ
、バ
ザ
ー
の
開
催
な
ど
、資
金
集

め
に
奔
走
し
た
こ
と
が『
福
岡
女
子

大
学
百
年
史（
通
史
編
）』（
1
3
8

頁
）に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
晴
れ
て

本
学
は
、1
9
5
0
年
に
大
学
昇
格

を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

時
を
同
じ
く
し
て
関
東
で
も
、女

子
専
門
学
校
の
大
学
昇
格
運
動
の
た

め
、あ
る
団
体
が
結
成
さ
れ
て
い
ま

し
た
。そ
れ
が
女
子
大
学
連
盟
で
す
。

昨
秋
、結
成
78
年
と
な
る
女
子
大
学

連
盟
の
総
会
が
本
学
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
学
生
の
募
集
停
止
を
予
告
す

る
大
学
、共
学
化
す
る
大
学
な
ど
、

え
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と

を
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。
先
ず
は
、

誇
る
べ
き
卒
業
生
の
第
一
陣
と
し
て
ご

理
解
い
た
だ
き
、今
後
の
充
実
に
期

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

同
窓
会
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
は
母
校

愛
の
源
と
な
り
、現
役
の
学
生
に
は

誇
り
と
な
り
、ま
た
高
校
生
た
ち
に

は
進
学
を
促
す
契
機
に
な
る
と
信
じ

ま
す
。

　

福
女
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は
、今
後
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特
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い
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そ
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め
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教
育
の
環
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育
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す
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す
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●かすみ祭で同窓会イベント「日本文化とふれあう」を開催
〈2025年10月25日〉

10月25日㈯に開催された第72回かすみ祭において、筑紫海会は「日本文化と
ふれあう」をテーマに、折り紙体験、煎茶体験の2体験コースを実施しました。

第９回筑紫海会賞

受賞者紹介

山下 歌琳さん（国際教養学科４年）

ランゲージカフェ活動を基盤として、学内のグローバル
化に資する複数の活動に参加し、3年次のカフェ10周年
イベントでは中心となって活躍されました。学外におい
ても、「帰国子女の会イースターイベント」、「元気日本語
学校 街歩き」、「冬休み親子にほんご教室」、福岡で日本
初開催となったWFTGA（世界観光ガイド連盟）総会での
通訳など、様々なイベントのサポートに尽力されました。
また、同窓会コミュニティサイトへの卒業生の登録サポート
にも積極的に協力いただきました。

2027年、福岡女子大学同窓会筑紫海会は創立100周年を迎えます。
記念すべき節目の年に向けて、筑紫海会では、これまで３年にわたり創立100周年プレイベントを

開催してまいりました。今年度のプレイベント「村上祥子先生講演会」では、先行予約制を初めて
導入し、先行予約された方には、早めのご入場や抽選で村上先生サイン入り著書のプレゼントなど
特典をご用意しています。

来年2027年には、筑紫海会創立１００周年記念イベントとして、国内外で活躍するヴァイオリニスト
古澤巖氏をお迎えし、心に響くコンサートの開催を予定しています。2年前のプレイベントでも、お母様
の古澤正子様とご友人の薄昭子様（共に女専25回生）をはじめ同窓生の皆様のご尽力により、盛大
なコンサートを実現することができ、420名を超える皆様にご来場いただきました。
来年の記念コンサートでも、特典付きの先行予約を行います。

2027年 筑紫海会創立100周年記念イベント先行予約のお知らせ

筑紫海会創立100周年記念イベント　古澤巖ヴァイオリンコンサート
◎開催日時／2027（令和9）年3月21日（日） 13：30～　◎会場／福岡女子大学 大学会館

嬉野の父、佐世保の母の元
1959年生まれ。博多では毎年
12月にベルリンフィル・ストリン
グスと「愛のXmas」ツアーを
行っている（12年目）。葉加瀬
太郎、高嶋ちさ子との「三大バ
イオリン」メンバー、競技ダンス
番組「Dの旋律」出演中（毎週㈯
25:30-BSテレ東）。年間国内
だけで160公演を行い、コル
シカ島では20年以上続くフラ
ンスを代表する音楽祭のゲスト
として招かれている。洗足学園
音楽大学客員教授として学生達
との公演を担当、毎夏日向ミュー
ジック＆サーフィンキャンプ開催。

古澤巖氏プロフィール

Bikitaサイトに予め会員登録いただくと、お知らせ
メールの受信、サイト上からの簡単なお申込みが
可能となります。この機会にぜひ、ご登録いただ
き、従来のホームページの機能を超えるコミュニテ
ィサイトの便利な機能をご活用ください。一度登
録すれば、今後のイベント情報や限定コンテンツ
も受け取ることができます。

①上記QRコードからBikitaにアクセスし、
　ID・パスワード※を入力

②メールアドレスを入力し、確認→登録をクリック
③届いたメールに記載のリンクを開いて必要項目を入力し、
確認後、登録をクリック→登録完了！

※ID・パスワードがご不明の方はこちらから▶
　（照会には数日かかる場合があります）

•先行予約の詳細は、筑紫海会ホームページ（Bikitaサイト：右記QRコードまたは下記
URL）で2026年秋頃、告知を行います。URL:https://www.bikita.jp/class/?cl=cfee70

•先行予約期間になりましたら、Bikitaの先行予約サイト上のGoogleフォームから
お申込みができます。

•Bikitaサイト、スマホやパソコンをご利用されない方もご安心ください。郵送またはFAXでもお申
込みいただけます。

あなたの登録が、同窓会活動を支えます

● Bikita会員登録方法／簡単3ステップ

●ろうそく能
〈2025年11月11日〉

●イルミネーション点灯式
〈2025年12月1日〉

●福岡女子大学フィルハーモニーオーケストラ第3回定期演奏会
〈2025年11月4日〉

■ 先行予約の方法
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今号では、大学創立 100 周年記念事業として 2022 年 4 月に設置された、
女性リーダーシップセンターと国際フードスタディセンターについて紹介します。

大学探訪
Ⅲ

本
学
の
基
本
理
念「
次
代
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
」の
取
り
組
み
を
加
速

す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
教
育
、研
究
、社
会
貢
献
を

推
進
し
て
い
ま
す
。ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
人
材
育
成
の
拠
点
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、

学
生
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
え
、社
会
人
女
性
向
け
の
研
修
も
行
っ
て
い
ま
す
。

女
性
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
セ
ン
タ
ー

女
性
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
セ
ン
タ
ー

産
学
官
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
講
演
や
交
流
を
通
じ
て
視
野
を
広
げ
る「
女
性

ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ア
ー
ト
思
考
を
取
り
入
れ
た
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、既
存
の
価
値
に
と
ら
わ
れ
ず
、自
分
起
点
で
ユ
ニ
ー
ク
な
価
値
を

創
造
す
る
力
を
養
い
ま
す
。
様
々
な
職
種
や
業
種
の
受
講

生
間
の
交
流
に
よ
り
、参
加
者
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、実
践
力
向
上
を
目
的
と
し
た「
ア
ド
バ
ン
ス
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
新
た
に
開
講
。
講
義
で
得
た
ス
キ
ル
や
知

識
を
も
と
に
、新
事
業
の
創
出
を
想
定
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
構
築
を
行
い
、発
表
は
、ワ
ン・フ
ク
オ
カ・ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
の
ス
カ
イ
ロ
ビ
ー
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

リ
カ
レ
ン
ト
教
育

リ
カ
レ
ン
ト
教
育

学
生
や
卒
業
生
が
行
う
調
査
・
研
究
活
動
を
助
成
す
る

制
度
で
す
。
１
件
５
万
円

で
、2
0
2
5
年
は
公
募

枠
３
件
、推
薦
枠
４
件
に

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

学
術
研
究
助
成
金
交
付
事
業

学
術
研
究
助
成
金
交
付
事
業

第103号福岡女子大学同窓会  筑 紫 海 会  会 報

福
岡
県
の
委
託
を
受
け
、2
0
2
3
年
に
ス
タ
ー
ト
し

た「
福
岡
キ
ャ
リ
ア・カ
フ
ェ
」は
、県
内
で
働
く
女
性
に
キ
ャ

リ
ア
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
の
出
会
い
、交
流
の
場
を
提
供
し

ま
す
。
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
Q（
ア
ミ
ュ
プ
ラ
ザ
博
多
）

に
て
開
催
し
、登
録
者
は
1
0
0
0
人
を
超
え
ま
し
た
。

2
0
2
5
年
３
月
ベ
ン
チ
ャ
ー
カ
フ
ェ
福
岡
に
て
、女
性

起
業
家
を
応
援
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、本
学
の
学
生
が

ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
の
ピ
ッ
チ（
短
時
間
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
）を
行
い
ま
し
た
。

社
会
貢
献

社
会
貢
献

◎
品
川
啓
介
セ
ン
タ
ー
長
・
教
授
よ
り

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は
カ
リ
ス
マ
性
だ
け
で
な
く
、協
調
性
や
粘
り
強
い
対
話
力

を
通
じ
て
、組
織
や
チ
ー
ム
が
新
し
い
認
識
を
構
築
し
、最
終
的
に
み
ん
な
が
腑
に

落
ち
る
よ
う
な
理
念
を
探
す
こ
と
で
す
。
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
は
、自
分
で
自
分
の
心
の
舵
を

と
る
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
も
ら
う
場
所
で
す
、気
軽

に
訪
れ
て
く
だ
さ
い
。

「
食
を
つ
な
ぎ
創
造
す
る
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
設
置
さ
れ
、食
と
栄
養
を
と
お
し
て
、す
べ
て
の

人
々
の
尊
厳
と
幸
福
を
探
求
す
る
研
究
拠
点
で
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
食
と
栄
養
の

課
題
解
決
の
た
め
の
研
究
や
新
た
な
食
の
創
造
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

国
際
フ
ー
ド
ス
タ
デ
ィ
セ
ン
タ
ー

国
際
フ
ー
ド
ス
タ
デ
ィ
セ
ン
タ
ー

福
岡
女
子
大
学
、梨
花
女
子
大
学（
韓
国
）、

マ
ヒ
ド
ン
大
学（
タ
イ
）の
3
大
学
に
よ
る

「
E
A
T
プ
ロ
グ
ラ
ム
」は
、2
0
2
5
年
8
月
に

韓
国
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
各
国
の

学
生
は
、サ
ム
ゲ
タ
ン
の
調
理
実
習
や
南
大
門
市

場
、寺
院
の
見
学
を
通
じ
て
、特
に
韓
国
の
食
に

つい
て
理
解
を
深
め
、交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

セ
ン
タ
ー
長
の
脇
坂
教
授
は
、交
流
協
定
校
で
あ
る
中
国
や
マ
レ
ー

シ
ア
の
大
学
と
精
力
的
に
共
同
研
究
を
進
め
、学
術
論
文
を
発
表

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、穴
井
助
教
は
ア
フ
リ
カ・
ザ
ン
ビ
ア
に
お
け

る
母
子
保
健
に
関
す
る
調
査
研
究
を
、九
州
大
学
の
研
究
グ
ル
ー

プ
と
と
も
に
推
進
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
セ
ン
タ
ー
で
は
研
究
者
の

短
期
受
入
に
よ
る
国
際
的
な
研
究
交
流
も
行
っ
て
い
ま
す
。

国
際
共
同
研
究
の
推
進

国
際
共
同
研
究
の
推
進

◎
脇
坂
港
セ
ン
タ
ー
長
・
教
授
よ
り

2
0
2
5
年
11
月
に
は
、佐
賀
県
白
石
町
で
の
レ
ン
コ
ン
掘
り

体
験
を
は
じ
め
、同
窓
会
と
連
携
し
た
在
学
生
と
の
交
流
企
画
も

実
施
し
ま
し
た
。
食
と
栄
養
に
関
す
る
お
困
り
ご
と
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
デ
イ
ビ
ス
校
と
の
連
携
に
よ
る「
D
a
v
i
s

プ
ロ
グ
ラ
ム
」で
は
、9
月
に
約
2
週
間
に
わ
た

り
、食
と
環
境
に
関
す
る
先
進
的
な
取
り
組
み

を
学
び
ま
す
。
2
0
2
5
年
度
は「
食
フ
ォ

ー
カ
ス
」と
し
て
、14
名
の
学
生
が
参
加
し
ま
し

た
。
期
間
中
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
し
、英
語

に
よ
る
講
義
の
ほ
か
、給
食
施
設
や
学
生
農
園

を
訪
れ
、現
場
で
の
学
び
を
深
め
ま
し
た
。

地
域
貢
献

地
域
貢
献

調理実習
詳
し
く
は

コ
チ
ラ

詳
し
く
は

コ
チ
ラ

詳
し
く
は

コ
チ
ラ

スカイロビーで発表ビジネスピッチ 福岡キャリアカフェ

NPO訪問

2
0
2
5
年
5
月
、ジ
ョ
ー
ジ
ア
大
学
の
学
生
21
名
を
2
年
度
連
続

で
受
け
入
れ
、「
E
A
T
」「
D
a
v
i
s
」両

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
学
生
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
行
い
ま
し
た
。
日
本
の
食
文
化
に
関
す
る

講
義
の
後
、小
豆
を
箸
で
運
ぶ
ゲ
ー
ム
や
書

道
、唱
歌「
茶
摘
み
」の
手
遊
び
な
ど
を
通
じ

て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

福
岡
県
の
減
塩
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト「
T
R
Y
！

ス
マ
ソ
る
？
」と
し
て
、

2
0
2
4
年
に
は
民
間

企
業
と
連
携
し
ミ
ー
ル

キ
ッ
ト
の
商
品
化
、

2
0
2
5
年
に
は
福
岡

県
醤
油
工
業
協
同
組
合

と
協
力
し
て
減
塩
醤
油

の
開
発
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
ま
た
、教
育
活
動

活
性
化
提
案
事
業
と

し
て「
災
害
食
を
学
ぼ

う
！
」と
題
し
た
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

食
・
健
康
学
科
の
佐
久

間
准
教
授
が
被
災
地
で

の
栄
養
状
態
に
関
す
る

調
査
研
究
の
経
験
を
も

と
に
講
演
を
行
い
、参

加
者
は
ア
ル
フ
ァ
化
米

や
長
期
保
存
食
の
試
食

体
験
を
通
し
て
、災
害

時
の
食
の
備
え
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
ま
し
た
。災害食の試食

茶摘みの手遊び

卒
論
は
、布
お
むつの
カバー
素
材
に
は
ウ
ール
が
最
適
で
あ
る
と
実
証
さ
れ

た
平
松
園
江
教
授
の
研
究
室
で
し
た
。
神
戸
の
子
供
服
メ
ー
カ
ー・ファミ
リ
ア

に
入
社
し
、品
質
管
理
室
に
勤
務
。
当
時
の
坂
野
惇
子
専
務
は
2
0
1
6
年

放
送
の
N
H
K
テ
レ
ビ
小
説「
べっ
ぴ
ん
さ
ん
」の
モ
デ
ル
と
なっ
た
方
で
す
。

出
産
退
社
後
は
学
習
塾
を
運
営
し
な

が
ら
、肌
を
傷
め
な
い
浴
用
タ
オ
ルの
試
作

を
始
め
ま
し
た
。（一社
）全
国
発
明
婦
人
協

会
に
入
会
し
て
発
明
を
学
び
、特
許
を
取

得
。し
か
し
、メ
ー
カ
ーへの
売
り
込
み
は「コ

ス
ト
が
高
す
ぎ
て
商
売
に
な
ら
ん
」と
全

滅
。と
こ
ろ
が
、筑
紫
海
会
近
畿
支
部
の

こ
の
出
会
い
に
感
謝
し
て

国
立
研
究
開
発
法
人

産
業
技
術
総
合
研
究
所

落
石 

知
世 

（
大
35
理
）

あ
わ
み
ん
本
舗
代
表

岡
本 

凉
子 

（
大
22
被
）

先
輩
方
に
試
作
品
を
さ
し
上
げ
た
と
こ

ろ
、10
枚
単
位
の
ご
注
文
を
い
た
だ
き
、

「
ぜ
ひ
世
に
出
し
た
い
」と
自
ら
製
造
販
売

を
決
意
。
2
0
0
8
年
、全
国
の
東
急ハン

ズ
で「
浴
用
タ
オ
ル
あ
わ
み
ん
」が
デ
ビュー

し
ま
し
た
。

そ
の
特
長
は
、床
ず

れ
の
肌
も
洗
え
る
や
さ

し
い
感
触
と
、体
を
洗
い

な
が
ら
き
め
細
か
い
泡

を
生
む
こ
と
で
す
。メ

デ
ィ
ア
で
も
紹
介
さ
れ
、

「
肌
ト
ラ
ブ
ル
が
改
善
し

た
」「
冬
も
保
湿
ク
リ
ー

ム
が
不
要
に
」と
の
喜
び

の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、

2
0
2
4
年
に
は
京
都
府
販
売
支
援
商

品
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、あ
わ
み

ん
の
泡
は
皮
膚
表
面
だ
け
で
な
く
皮
膚

下
に
も
作
用
し
てい
る
と
思
え
る
事
象
が

あ
り
、解
明
し
た
い
思
い
だ
っ
た
と
こ
ろ
、

母
校
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャン
パ
ス
で「
泡
の
研

究
室
」を
知
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

近
畿
支
部
総
会
に
ご
出
席
の
吉
村
副

学
長
に
相
談
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、国
際
文

理
学
部
環
境
科
学
科
の
池
田
教
授
を
ご

紹
介
い
た
だ
き
、研
究
室
を
お
訪
ね
し
ま

し
た
。
泡
表
面
の
変
化
の
実
験
を
拝
見

し
、私
の
求
め
に
近
い
研
究
を
な
さって
お

ら
れ
る
と
、奈
良
女
子
大
学
理
学
部
化

学
生
物
環
境
学
科
の
吉
村
教
授
を
ご
紹

介
い
た
だ
き
、吉
村
教
授
に
お
会
い
し
て

実
験
を
お
願
い
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
の
展
開
が
楽
し
み
で
す
。

昨
年
は
、取
り
替
え
が
容
易
な
分
離

型
寝
具
カ
バ
ー
の
特
許
を
取
得
し
、さ
ら

に
、１
件
の
特
許
を
申
請
し
ま
し
た
。
母

校
、筑
紫
海
会
、思
い
が
け
な
く
奈
良
女

子
大
学
と
、有
難
い
ご
縁
に
、心
よ
り
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
産
業
技
術
総
合
研
究
所（
産
総

研
）で
主
任
研
究
員
と
し
て
、ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
病
の
初
期
段
階
で
あ
る
軽
度
認

知
障
害（
M
C
I
）の
発
症
の
仕
組
み

や
、新
し
い
治
療
標
的
の
探
索
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
は
、

脳
に「
ア
ミ
ロ
イ
ド
β（
A
β
）」と
い
う

た
ん
ぱ
く
質
が
溜
ま
っ
て
で
き
る「
老
人
斑
」が
原
因
の一つ
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
が
溜
ま
る
前
に
、ほ
ん
の
少
数
の
A
β
が

集
ま
っ
た「
オ
リ
ゴ
マ
ー
」と
呼
ば
れ
る
集
合
体
が
実
は
強
い
毒
性
を
持

ち
、そ
れ
が
神
経
細
胞
を
傷
つ
け
て
M
C
I
時
の
ち
ょっ
と
し
た
物
忘

れ
な
ど
に
つ
な
が
る
こ
と
が
分
か
っ
て

き
ま
し
た
。
私
は
細
胞
内
で
A
β
オ
リ

ゴ
マ
ー
を「
光
ら
せ
て
見
え
る
化
」す
る

方
法
を
開
発
し
、さ
ら
に
そ
れ
を
応
用

し
て
、世
界
で
初
め
て
オ
リ
ゴ
マ
ー
の
毒

性
の
解
析
に
特
化
し
た
モ
デ
ル
マ
ウ
ス

の
開
発
に
成
功
し
ま
し
た
。
こ
の
マ
ウ

ス
は
、病
気
の
初
期
の
脳
内
変
化
や
発

症
初
期
に
効
く
物
質
の
探
索
に
非
常
に

有
用
で
す
。

私
は
大
学
卒
業
後
、筑
波
大
学
大
学

院
に
進
学
し
、博
士
課
程
は
東
京
都
神

経
科
学
総
合
研
究
所
で
研
究
を
行
い
、

医
学
博
士
の
学
位
を
取
得
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
記
憶
や
学
習
に
関
す
る
研
究

の
面
白
さ
を
教
え
て
い
た
だ
き
、多
く

の
師
や
友
人
と
出
会
い
、そ
の
つ
な
が

り
は
今
で
も
私
の
大
き
な
財
産
と
な
っ

て
い
ま
す
。
大
学
院
卒
業
後
は
通
産
省

工
業
技
術
院（
現
・
産
総
研
）に
就
職
し

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、ア
メ

リ
カ
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
と
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
ヨ
ー
テ
ボ
リ
大
学
へ
留
学
す
る
機

会
を
得
、特
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
は
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
研
究
で
世
界
的
に

有
名
な
ラ
ボ
に
所
属
し
、国
内
外
の
新

し
い
知
己
を
得
ま
し
た
。
帰
国
後
は

M
C
I
の
モ
デ
ル
マ
ウ
ス
の
開
発
を
始

め
、産
総
研
に
集
う
多
様
な
専
門
家
の

力
を
借
り
て
、私一人
で
は
成
し
得
な
かっ

た
成
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
は
人
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
で
、

い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
め
ぐ
り
合
わ
せ
が

新
し
い
道
を
拓
い
て
く
れ
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。
学
び
続
け
る
姿
勢
や
仲
間
と

の
助
け
合
い
は
、ど
の
よ
う
な
場
面
で

も
必
ず
力
に
な
る
と
信
じ
、こ
れ
か
ら

も
研
究
成
果
を
社
会
に
還
元
で
き
る
よ

う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

特集「大学探訪Ⅲ 未来を拓く学びの場」いかがでしたか？ 特集記事の感想、なでしこの

系譜に推薦したい同窓生の情報などをお寄せください。アンケート回答のお礼として、

先着10名様に、なでしこグッズをプレゼントいたします。

5
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会報に関する
アンケートのお願い

Aβオリゴマーを光らせた
マウスの胎児

浴用タオル あわみん

あ
わ
み
ん
本
舗

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

マイクロ繊維

■ 特許の構造

人
と
の
つ
な
が
り
が
育
ん
だ
私
の
研
究
の
道



4

今号では、大学創立 100 周年記念事業として 2022 年 4 月に設置された、
女性リーダーシップセンターと国際フードスタディセンターについて紹介します。

大学探訪
Ⅲ

本
学
の
基
本
理
念「
次
代
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
」の
取
り
組
み
を
加
速

す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
、リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
関
す
る
教
育
、研
究
、社
会
貢
献
を

推
進
し
て
い
ま
す
。ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
人
材
育
成
の
拠
点
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、

学
生
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
加
え
、社
会
人
女
性
向
け
の
研
修
も
行
っ
て
い
ま
す
。

女
性
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
セ
ン
タ
ー

女
性
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
セ
ン
タ
ー

産
学
官
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
講
演
や
交
流
を
通
じ
て
視
野
を
広
げ
る「
女
性

ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ア
ー
ト
思
考
を
取
り
入
れ
た
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、既
存
の
価
値
に
と
ら
わ
れ
ず
、自
分
起
点
で
ユ
ニ
ー
ク
な
価
値
を

創
造
す
る
力
を
養
い
ま
す
。
様
々
な
職
種
や
業
種
の
受
講

生
間
の
交
流
に
よ
り
、参
加
者
同
士
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り

に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、実
践
力
向
上
を
目
的
と
し
た「
ア
ド
バ
ン
ス
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
新
た
に
開
講
。
講
義
で
得
た
ス
キ
ル
や
知

識
を
も
と
に
、新
事
業
の
創
出
を
想
定
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
の
構
築
を
行
い
、発
表
は
、ワ
ン・フ
ク
オ
カ・ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
の
ス
カ
イ
ロ
ビ
ー
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

リ
カ
レ
ン
ト
教
育

リ
カ
レ
ン
ト
教
育

学
生
や
卒
業
生
が
行
う
調
査
・
研
究
活
動
を
助
成
す
る

制
度
で
す
。
１
件
５
万
円

で
、2
0
2
5
年
は
公
募

枠
３
件
、推
薦
枠
４
件
に

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

学
術
研
究
助
成
金
交
付
事
業

学
術
研
究
助
成
金
交
付
事
業

第103号福岡女子大学同窓会  筑 紫 海 会  会 報

福
岡
県
の
委
託
を
受
け
、2
0
2
3
年
に
ス
タ
ー
ト
し

た「
福
岡
キ
ャ
リ
ア・カ
フ
ェ
」は
、県
内
で
働
く
女
性
に
キ
ャ

リ
ア
の
ロ
ー
ル
モ
デ
ル
と
の
出
会
い
、交
流
の
場
を
提
供
し

ま
す
。
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
Q（
ア
ミ
ュ
プ
ラ
ザ
博
多
）

に
て
開
催
し
、登
録
者
は
1
0
0
0
人
を
超
え
ま
し
た
。

2
0
2
5
年
３
月
ベ
ン
チ
ャ
ー
カ
フ
ェ
福
岡
に
て
、女
性

起
業
家
を
応
援
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
、本
学
の
学
生
が

ビ
ジ
ネ
ス
ア
イ
デ
ア
の
ピ
ッ
チ（
短
時
間
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
）を
行
い
ま
し
た
。

社
会
貢
献

社
会
貢
献

◎
品
川
啓
介
セ
ン
タ
ー
長
・
教
授
よ
り

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
は
カ
リ
ス
マ
性
だ
け
で
な
く
、協
調
性
や
粘
り
強
い
対
話
力

を
通
じ
て
、組
織
や
チ
ー
ム
が
新
し
い
認
識
を
構
築
し
、最
終
的
に
み
ん
な
が
腑
に

落
ち
る
よ
う
な
理
念
を
探
す
こ
と
で
す
。
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
セ
ン
タ
ー
は
、自
分
で
自
分
の
心
の
舵
を

と
る
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
て
も
ら
う
場
所
で
す
、気
軽

に
訪
れ
て
く
だ
さ
い
。

「
食
を
つ
な
ぎ
創
造
す
る
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
設
置
さ
れ
、食
と
栄
養
を
と
お
し
て
、す
べ
て
の

人
々
の
尊
厳
と
幸
福
を
探
求
す
る
研
究
拠
点
で
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
な
視
点
か
ら
食
と
栄
養
の

課
題
解
決
の
た
め
の
研
究
や
新
た
な
食
の
創
造
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

国
際
フ
ー
ド
ス
タ
デ
ィ
セ
ン
タ
ー

国
際
フ
ー
ド
ス
タ
デ
ィ
セ
ン
タ
ー

福
岡
女
子
大
学
、梨
花
女
子
大
学（
韓
国
）、

マ
ヒ
ド
ン
大
学（
タ
イ
）の
3
大
学
に
よ
る

「
E
A
T
プ
ロ
グ
ラ
ム
」は
、2
0
2
5
年
8
月
に

韓
国
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
各
国
の

学
生
は
、サ
ム
ゲ
タ
ン
の
調
理
実
習
や
南
大
門
市

場
、寺
院
の
見
学
を
通
じ
て
、特
に
韓
国
の
食
に

つい
て
理
解
を
深
め
、交
流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

国
際
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

セ
ン
タ
ー
長
の
脇
坂
教
授
は
、交
流
協
定
校
で
あ
る
中
国
や
マ
レ
ー

シ
ア
の
大
学
と
精
力
的
に
共
同
研
究
を
進
め
、学
術
論
文
を
発
表

し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、穴
井
助
教
は
ア
フ
リ
カ・
ザ
ン
ビ
ア
に
お
け

る
母
子
保
健
に
関
す
る
調
査
研
究
を
、九
州
大
学
の
研
究
グ
ル
ー

プ
と
と
も
に
推
進
し
て
い
ま
す
。
加
え
て
セ
ン
タ
ー
で
は
研
究
者
の

短
期
受
入
に
よ
る
国
際
的
な
研
究
交
流
も
行
っ
て
い
ま
す
。

国
際
共
同
研
究
の
推
進

国
際
共
同
研
究
の
推
進

◎
脇
坂
港
セ
ン
タ
ー
長
・
教
授
よ
り

2
0
2
5
年
11
月
に
は
、佐
賀
県
白
石
町
で
の
レ
ン
コ
ン
掘
り

体
験
を
は
じ
め
、同
窓
会
と
連
携
し
た
在
学
生
と
の
交
流
企
画
も

実
施
し
ま
し
た
。
食
と
栄
養
に
関
す
る
お
困
り
ご
と
が
ご
ざ
い
ま

し
た
ら
、ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
デ
イ
ビ
ス
校
と
の
連
携
に
よ
る「
D
a
v
i
s

プ
ロ
グ
ラ
ム
」で
は
、9
月
に
約
2
週
間
に
わ
た

り
、食
と
環
境
に
関
す
る
先
進
的
な
取
り
組
み

を
学
び
ま
す
。
2
0
2
5
年
度
は「
食
フ
ォ

ー
カ
ス
」と
し
て
、14
名
の
学
生
が
参
加
し
ま
し

た
。
期
間
中
は
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
体
験
し
、英
語

に
よ
る
講
義
の
ほ
か
、給
食
施
設
や
学
生
農
園

を
訪
れ
、現
場
で
の
学
び
を
深
め
ま
し
た
。

地
域
貢
献

地
域
貢
献

調理実習
詳
し
く
は

コ
チ
ラ

詳
し
く
は

コ
チ
ラ

詳
し
く
は

コ
チ
ラ

スカイロビーで発表ビジネスピッチ 福岡キャリアカフェ

NPO訪問

2
0
2
5
年
5
月
、ジ
ョ
ー
ジ
ア
大
学
の
学
生
21
名
を
2
年
度
連
続

で
受
け
入
れ
、「
E
A
T
」「
D
a
v
i
s
」両

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
参
加
学
生
と
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

を
行
い
ま
し
た
。
日
本
の
食
文
化
に
関
す
る

講
義
の
後
、小
豆
を
箸
で
運
ぶ
ゲ
ー
ム
や
書

道
、唱
歌「
茶
摘
み
」の
手
遊
び
な
ど
を
通
じ

て
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

福
岡
県
の
減
塩
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト「
T
R
Y
！

ス
マ
ソ
る
？
」と
し
て
、

2
0
2
4
年
に
は
民
間

企
業
と
連
携
し
ミ
ー
ル

キ
ッ
ト
の
商
品
化
、

2
0
2
5
年
に
は
福
岡

県
醤
油
工
業
協
同
組
合

と
協
力
し
て
減
塩
醤
油

の
開
発
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
ま
た
、教
育
活
動

活
性
化
提
案
事
業
と

し
て「
災
害
食
を
学
ぼ

う
！
」と
題
し
た
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

食
・
健
康
学
科
の
佐
久

間
准
教
授
が
被
災
地
で

の
栄
養
状
態
に
関
す
る

調
査
研
究
の
経
験
を
も

と
に
講
演
を
行
い
、参

加
者
は
ア
ル
フ
ァ
化
米

や
長
期
保
存
食
の
試
食

体
験
を
通
し
て
、災
害

時
の
食
の
備
え
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
ま
し
た
。災害食の試食

茶摘みの手遊び

卒
論
は
、布
お
むつの
カバー
素
材
に
は
ウ
ール
が
最
適
で
あ
る
と
実
証
さ
れ

た
平
松
園
江
教
授
の
研
究
室
で
し
た
。
神
戸
の
子
供
服
メ
ー
カ
ー・ファミ
リ
ア

に
入
社
し
、品
質
管
理
室
に
勤
務
。
当
時
の
坂
野
惇
子
専
務
は
2
0
1
6
年

放
送
の
N
H
K
テ
レ
ビ
小
説「
べっ
ぴ
ん
さ
ん
」の
モ
デ
ル
と
なっ
た
方
で
す
。

出
産
退
社
後
は
学
習
塾
を
運
営
し
な

が
ら
、肌
を
傷
め
な
い
浴
用
タ
オ
ルの
試
作

を
始
め
ま
し
た
。（一社
）全
国
発
明
婦
人
協

会
に
入
会
し
て
発
明
を
学
び
、特
許
を
取

得
。し
か
し
、メ
ー
カ
ーへの
売
り
込
み
は「コ

ス
ト
が
高
す
ぎ
て
商
売
に
な
ら
ん
」と
全

滅
。と
こ
ろ
が
、筑
紫
海
会
近
畿
支
部
の

こ
の
出
会
い
に
感
謝
し
て

国
立
研
究
開
発
法
人

産
業
技
術
総
合
研
究
所

落
石 

知
世 

（
大
35
理
）

あ
わ
み
ん
本
舗
代
表

岡
本 

凉
子 

（
大
22
被
）

先
輩
方
に
試
作
品
を
さ
し
上
げ
た
と
こ

ろ
、10
枚
単
位
の
ご
注
文
を
い
た
だ
き
、

「
ぜ
ひ
世
に
出
し
た
い
」と
自
ら
製
造
販
売

を
決
意
。
2
0
0
8
年
、全
国
の
東
急ハン

ズ
で「
浴
用
タ
オ
ル
あ
わ
み
ん
」が
デ
ビュー

し
ま
し
た
。

そ
の
特
長
は
、床
ず

れ
の
肌
も
洗
え
る
や
さ

し
い
感
触
と
、体
を
洗
い

な
が
ら
き
め
細
か
い
泡

を
生
む
こ
と
で
す
。メ

デ
ィ
ア
で
も
紹
介
さ
れ
、

「
肌
ト
ラ
ブ
ル
が
改
善
し

た
」「
冬
も
保
湿
ク
リ
ー

ム
が
不
要
に
」と
の
喜
び

の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
、

2
0
2
4
年
に
は
京
都
府
販
売
支
援
商

品
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、あ
わ
み

ん
の
泡
は
皮
膚
表
面
だ
け
で
な
く
皮
膚

下
に
も
作
用
し
てい
る
と
思
え
る
事
象
が

あ
り
、解
明
し
た
い
思
い
だ
っ
た
と
こ
ろ
、

母
校
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャン
パ
ス
で「
泡
の
研

究
室
」を
知
る
機
会
に
恵
ま
れ
ま
し
た
。

近
畿
支
部
総
会
に
ご
出
席
の
吉
村
副

学
長
に
相
談
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、国
際
文

理
学
部
環
境
科
学
科
の
池
田
教
授
を
ご

紹
介
い
た
だ
き
、研
究
室
を
お
訪
ね
し
ま

し
た
。
泡
表
面
の
変
化
の
実
験
を
拝
見

し
、私
の
求
め
に
近
い
研
究
を
な
さって
お

ら
れ
る
と
、奈
良
女
子
大
学
理
学
部
化

学
生
物
環
境
学
科
の
吉
村
教
授
を
ご
紹

介
い
た
だ
き
、吉
村
教
授
に
お
会
い
し
て

実
験
を
お
願
い
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
今
後
の
展
開
が
楽
し
み
で
す
。

昨
年
は
、取
り
替
え
が
容
易
な
分
離

型
寝
具
カ
バ
ー
の
特
許
を
取
得
し
、さ
ら

に
、１
件
の
特
許
を
申
請
し
ま
し
た
。
母

校
、筑
紫
海
会
、思
い
が
け
な
く
奈
良
女

子
大
学
と
、有
難
い
ご
縁
に
、心
よ
り
感

謝
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
産
業
技
術
総
合
研
究
所（
産
総

研
）で
主
任
研
究
員
と
し
て
、ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
病
の
初
期
段
階
で
あ
る
軽
度
認

知
障
害（
M
C
I
）の
発
症
の
仕
組
み

や
、新
し
い
治
療
標
的
の
探
索
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
は
、

脳
に「
ア
ミ
ロ
イ
ド
β（
A
β
）」と
い
う

た
ん
ぱ
く
質
が
溜
ま
っ
て
で
き
る「
老
人
斑
」が
原
因
の一つ
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
れ
が
溜
ま
る
前
に
、ほ
ん
の
少
数
の
A
β
が

集
ま
っ
た「
オ
リ
ゴ
マ
ー
」と
呼
ば
れ
る
集
合
体
が
実
は
強
い
毒
性
を
持

ち
、そ
れ
が
神
経
細
胞
を
傷
つ
け
て
M
C
I
時
の
ち
ょっ
と
し
た
物
忘

れ
な
ど
に
つ
な
が
る
こ
と
が
分
か
っ
て

き
ま
し
た
。
私
は
細
胞
内
で
A
β
オ
リ

ゴ
マ
ー
を「
光
ら
せ
て
見
え
る
化
」す
る

方
法
を
開
発
し
、さ
ら
に
そ
れ
を
応
用

し
て
、世
界
で
初
め
て
オ
リ
ゴ
マ
ー
の
毒

性
の
解
析
に
特
化
し
た
モ
デ
ル
マ
ウ
ス

の
開
発
に
成
功
し
ま
し
た
。
こ
の
マ
ウ

ス
は
、病
気
の
初
期
の
脳
内
変
化
や
発

症
初
期
に
効
く
物
質
の
探
索
に
非
常
に

有
用
で
す
。

私
は
大
学
卒
業
後
、筑
波
大
学
大
学

院
に
進
学
し
、博
士
課
程
は
東
京
都
神

経
科
学
総
合
研
究
所
で
研
究
を
行
い
、

医
学
博
士
の
学
位
を
取
得
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
記
憶
や
学
習
に
関
す
る
研
究

の
面
白
さ
を
教
え
て
い
た
だ
き
、多
く

の
師
や
友
人
と
出
会
い
、そ
の
つ
な
が

り
は
今
で
も
私
の
大
き
な
財
産
と
な
っ

て
い
ま
す
。
大
学
院
卒
業
後
は
通
産
省

工
業
技
術
院（
現
・
産
総
研
）に
就
職
し

現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
間
、ア
メ

リ
カ
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
と
ス
ウ
ェ
ー
デ

ン
の
ヨ
ー
テ
ボ
リ
大
学
へ
留
学
す
る
機

会
を
得
、特
に
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
は
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
研
究
で
世
界
的
に

有
名
な
ラ
ボ
に
所
属
し
、国
内
外
の
新

し
い
知
己
を
得
ま
し
た
。
帰
国
後
は

M
C
I
の
モ
デ
ル
マ
ウ
ス
の
開
発
を
始

め
、産
総
研
に
集
う
多
様
な
専
門
家
の

力
を
借
り
て
、私一人
で
は
成
し
得
な
かっ

た
成
果
を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

私
は
人
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
で
、

い
ろ
い
ろ
な
人
と
の
め
ぐ
り
合
わ
せ
が

新
し
い
道
を
拓
い
て
く
れ
た
と
感
じ
て

い
ま
す
。
学
び
続
け
る
姿
勢
や
仲
間
と

の
助
け
合
い
は
、ど
の
よ
う
な
場
面
で

も
必
ず
力
に
な
る
と
信
じ
、こ
れ
か
ら

も
研
究
成
果
を
社
会
に
還
元
で
き
る
よ

う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

特集「大学探訪Ⅲ 未来を拓く学びの場」いかがでしたか？ 特集記事の感想、なでしこの

系譜に推薦したい同窓生の情報などをお寄せください。アンケート回答のお礼として、

先着10名様に、なでしこグッズをプレゼントいたします。
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会報に関する
アンケートのお願い

Aβオリゴマーを光らせた
マウスの胎児

浴用タオル あわみん

あ
わ
み
ん
本
舗

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

マイクロ繊維

■ 特許の構造

人
と
の
つ
な
が
り
が
育
ん
だ
私
の
研
究
の
道
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10
月
25
日
、大
分
支
部
総
会
を
別
府
市
の
ア
マ
ネ
リ
ゾ
ー

ト
ホ
テ
ル
晴
海（
レ
ス
ト
ラ
ン
え
い
た
ろ
う
）で
開
催
い
た
し

ま
し
た
。
総
勢
８
名
で
し
た
。

気
候
が
よ
い
こ
と
と
、宇
佐
市
安
心
院
町
が
有
名
な
ブ
ド

ウ
の
産
地
で
、お
茶
菓
子
や
お
土
産
で
喜
ん
で
い
た
だ
け
る

た
め
、10
月
開
催
に
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
３
年
前
の
よ
う
な
大
掛
か
り
な
支
部
会
則
変
更

が
な
く
、総
会
は
短
時
間
で
終
了
。
レ
ス
ト
ラ
ン
の
時
間
制

限
上
、お
食
事
会
に
時
間
を
多
く
割
き
、自
己
紹
介
や
近
況

報
告
で
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
80
歳
の
先
輩
方
の
活
発
な

行
動
や
他
の
先
輩
方
の
苦
労
話
な
ど
、大
変
興
味
深
く
、全

員
が
刺
激
を
受
け
合
い
有
意
義
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ぜ
ひ
多
く
の
会
員
に
こ
う
し
た
経
験
を
積
ん
で
い
た
だ
き
た

い
で
す
。
温
泉
も
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
部
の
田
中
理
事
か
ら
２
年
後
の
筑
紫
海
会
創
立
１
０
０

周
年
関
連
の
お
話
と
、ビ
キ
タ
登
録
お
手
伝
い
を
有
難
く

承
り
ま
し
た
。

令
和
７
年
６
月
、宮
崎
市
の
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
宮

崎「
大
淀
の
間
」に
て
第
22
回
宮
崎
支
部
の
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
来
賓
に
大
学
事
務
局
長
の
柳
瀬
留
美
様
、同

窓
会
副
会
長
の
坂
本
千
恵
子
様
を
お
迎
え
し
、参
加
者
22

名
、女
子
大
名
誉
教
授
で
宮
崎
市
在
住
の
恒
吉
良
隆
先
生

の
乾
杯
の
音
頭
で
懇
親
会
が
始
ま
り
ま
し
た
。
支
部
会
員

の
近
況
報
告
で
は
、仕
事
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、趣
味

に
い
た
る
ま
で
、皆
さ
ん
と
て
も
ア
ク
テ
ィ
ブ
、年
齢
は

全
く
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。 

中
で
も
延
岡
市
の
高
校
国
語
教
諭
の
長
谷
川
聡
子
さ
ん

（
大
45
国
、国
修
６
）は
、教
え
子
が
令
和
７
年
の
宮
中
歌
会

始
に
、宮
崎
か
ら
31
年
ぶ
り
に
選
ば
れ
た
こ
と
を
話
さ
れ
、感

嘆
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
支
部
総
会
が
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

で
延
期
さ
れ
た
た
め
、昨
年
度
か
ら
会
報
誌
発
行
と
総
会
開

催
を
同
じ
年
に
行
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
少
し
大
変
で
し

た
が
、幹
事
の
松
本
京
子
さ
ん（
大
29
理
）が
、役
員
会
の
会

場
を
提
供
し
て
く
だ
さ
り
、定
期
的
に
集
ま
り
な
が
ら
ス
ム

ー
ズ
に
準
備
を
進
め
ら
れ
た
の
は
幸
運
で
し
た
。
次
の
総
会
で

ま
た
、皆
さ
ま
と
お
会
い
で
き
る
こ
と
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
。

大
分
支
部

支
部
長

柳
沼 

み
ち
る
（
大
32
英
）

令
和
７
年
も
筑
紫
海
会
総
会
及
び
各
支
部

総
会
に
、左
記
の
と
お
り
大
学
よ
り
ご
出
席
い
た

だ
き
ま
し
た
。
各
会
が
充
実
し
た
も
の
に
な
り

ま
し
た
こ
と
に
、心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

総
会

鹿
児
島

宮
崎

佐
賀

東
京

熊
本

長
崎

久
留
米
・
筑
後

北
九
州

理
事
長
・
学
長  

向
井 

剛

理
事
長
・
学
長  

向
井 

剛

事
務
局
長  

柳
瀬 

留
美

副
学
長  

吉
村 

利
夫

副
学
長  

庄
山 

茂
子

副
理
事
長  

飯
田 

和
郎

副
理
事
長  

飯
田 

和
郎

副
学
長  

庄
山 

茂
子

副
学
長  

太
田 

雅
規

大
学
か
ら
の
出
席
者

（
敬
称
略
）

支
部

大
学
の
C
１
０
１
講
義
室
に
お
い
て
、12
支
部
の
皆
様
に
ご
出
席

い
た
だ
き
、対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
支
部

長
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
向
井
理
事
長
兼

学
長
か
ら
の
福
女
大
の
今
後
の
展
望
等
に

つ
い
て
お
話
や
太
田
副
学
長
に
よ
る
賢
い

減
塩
に
つ
い
て
の
講
演
を
、皆
さ
ん
熱
心

に
お
聞
き
に
な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
の
協
議
で
は
、各
支
部
の
状
況

報
告
に
基
づ
き
、今
後
の
支
部
活
動
の
あ
り

方
につい
て
、議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
11
月
15
日

支
部
長
会

大
学
の
セ
ミ
ナ
ー
室
２
に
お
い
て
、向
井
理
事
長
兼
学
長
は
じ
め

ク
ラ
ス
委
員
お
よ
び
理
事
47
名
参
加
の
も
と
、対
面
と
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
ク
ラ
ス
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

大
学
か
ら
は
、２
０
２
７
年
度
の
学
科
再

編
に
向
け
た
動
き
を
、同
窓
会
か
ら
は
、筑

紫
海
会
創
立
１
０
０
周
年
記
念
事
業
の
進

捗
を
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
委

員
会
終
了
後
に
は
、Bikita

の
登
録・活
用

サ
ポ
ー
ト
や
、同
日
開
催
さ
れ
てい
た
か
す
み

祭
で
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

２
０
２
５
年
10
月
25
日

ク
ラ
ス
委
員
会

福
女
大
に
勤
務
す
る
同
窓
生
と
の
交

流
会
を
和
カ
フ
ェ「
空
と
た
ね
」で
開
催
。

20
名
が
参
加
し
、自
己
紹
介
や
近
況
報

告
を
通
じ
て
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。
前

日
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
の
盛
況
報
告

も
あ
り
、福
女
大
の
魅
力
や
同
窓
生
の
活

躍
に
触
れ
る
温
か
な
ひ
と
時
と
な
り
ま

し
た
。

２
０
２
５
年
８
月
４
日

学
内
同
窓
生
と
の
交
流
会
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宮
崎
支
部

支
部
長

松
本 
君
江
（
大
18
被
）

同
窓
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（Bikita

）ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
の「
支
部
紹
介
」タ
イ
ル
か
ら
、

各
支
部
グ
ル
ー
プ
へ
の
リ
ン
ク
、支
部
の

活
動
や
会
報
も
ご
確
認

い
た
だ
け
ま
す
。
下
記

Q
R
コ
ー
ド
か
ら
サ
イ

ト
に
ア
ク
セ
ス
し
て
ご

覧
く
だ
さ
い
。

支
部
紹
介

※
ご
連
絡
い
た
だ
い
た
予
定
を
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。以
降
の
連
絡
分
を
含
め
て
最
新
の
情
報
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

各
支
部
と
も
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。 

令
和
８
年
度

支
部
総
会
等
予
定

未
定

6
／
7

ホ
テル
日
航
熊
本「
桃
李
」

6
／
7

近
畿（
親
睦
会
）

唐
津（
親
睦
旅
行
）

6
／
3

佐

賀

熊

本

ホ
テ
ル
ル
ポ
ー
ル
麹
町

6
／
14

東
京（
親
睦
会
）

の
が
み
プレ
ジ
デン
ト
ホ
テル

6
／
21

筑

豊

ハ
イ
ネ
ス
ホ
テ
ル
久
留
米

6
／
28

久
留
米・筑
後

湖
月
堂
本
店「
喫
茶
去
」

6
／
28

北
九
州

(R6.11)
(R6.10)
(R6.12)
(R6.12)
(R6.12)
(R6.12)
( R 4 )
(R6.12)
(R7.3)
(R6.12)
(R7.2)
(R6.10)
(R5.9)
(R7.1)
(R6.3)
(R6.8)
(R6.8)

様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様

専23生
大 3国
専23国
大13食
大14国
大16国
専27生
専24国
大 2国
大14食
大 2国
専22数
専22保
大 1英
専26数
大21英
大 2生

藤元(野﨑) 靖子
山本(安達) イサヲ
君島(福田) 和子
武谷 立子
出利葉(松藤) 三千子
野口(道津) 俱子
川江(伊藤) 恭子
赤司(島津) かず子
山田(山口) 芙美子
宮﨑(郷原) 和子
江藤(高木) 和子
内堀(高原) 猷子
渡部(小柳) 幸子
久保田(田中) 久子
荒井(中島) 三喜
守田(柴戸) 文江
櫻井(竹田) 倞子

大5英
大 6国
大6食
大8理
大17理
大 4生
大20食
専23生
専24数
大20英
大6食
大18理
大 5国
専24数
大7食
専24数
大31被

岡林(岡林) 淳子
山口(山口) 澄子
進本(田中) 洋子
竹澤(谷野) 典子
今林 裕子
西尾(守中) 凌子
平島(城島) 維子
山下(田中) 眞理恵
手嶋(大神) 君子
川口(荒木) ヨシ子
大和(羽矢) 惠津子
黒川 和子
田尻(田中) 保子
瓜生(沖田) 敏子
木下 淑子
中野(瀧口) 智惠子
出口(花田) 幸子

大 1英
専25数
専27国
専26生
大 4国
大34国
専26数
大48栄
大41英
大15英
専23数
大 7国
大 9国
大2英
大14食
大6英
専26生

有吉(杉山) 育子
萩原(𠮷田) ヒデ子
平野(石川) 敦子
手島(手島) 節子
有田(阿部) 貞子
二瀬(松本) みどり
渡邊(佐藤) 知恵子
﨑山 智枝
芹口(河野) 好美
大野(村田) 恭子
石毛(多田) 信子
古江(和田) 佐保子
森田(横尾) セツ子
柴田(江藤) 緋紗子
高木(久保) 靖子
堀之内(長友) 悦子
福永(貝島) マサ子

大 2国
専26生
大32英
大 8国
大26国
専19文
大14英
大2英
大17英
大２英
大２英
大３国
大16被
専25国
大11理
大18食

原口(片江) 照代
大里(楢木) 久美子
野瀬(秋田) 知恵子
溝口(黒木) 登美子
鈴木(橋本) 由美子
澤山(黒木) 好江
中村(嶋田) 君子
中園(安部) 弘子
小川(古賀) 明子
前岡(石川) 岑子
原(鍋山) 淑子
豊里(光川) 叙子
中村(大場) 秀子
西田(渡邊) 壽美
岩﨑(大北) 和子
横川(真鍋) 佳代子

様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様

様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様

様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様
様

(R4.10)

(R6.10)
(R5.9)
(R6.11)
(R6.6)

(R6.3)
(R6.7)
(R6.12)
(R7.3)
(R7.1)
(R5.8)
(R6.10)
(R6.7)
(R7.3)
(H11.10)

(R7.3)
(R7.3)
(R7.2)
(R6.12)
(R7.1)
(R6.12)
(R7.4)
(R6.10)
(R6.11)
(R6.7)
(R6.10)
(R6.1)
(R7.8)
(R7.8)
( R 4 )
(R7.9)
(R7.8)

(R7.2)
(R7.6)
(R7.10)
(R7.9)
(R5.9)
(R7.9)
(R7.1)
(R6.7)
(R7.11)
(R5.10)
(R7.7)
(R7.7)
(R7.7)
(R7.4)
(R7.8)
(R7.11)

（届け出順、令和7年12月31日現在）
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訃 報 ご逝去を悼み、心からご冥福をお祈りいたします。

永田 由美 (大26理)佐　賀

荒木 真理子 (大23食)長　崎

藤本 睦美 (大27国)近　畿

髙津原 智子 (大25食)鹿児島

長い間ありがとうございました！

支部長交代
■ 北九州 ・・・・・・・ 横手　圭子 (大29英)岡垣町
■ 久留米・筑後・・・ 廣松　美和 (大28国)大川市
■ 筑豊 ・・・・・・・・・・ 永末久美子 (大22英)飯塚市
■ 佐賀 ・・・・・・・・・・ 立花　史子 (大29英)唐津市
■ 長崎 ・・・・・・・・・・ 谷川　まや (大23国)長崎市
■ 大分 ・・・・・・・・・・ 柳沼みちる (大32英)宇佐市
■ 熊本 ・・・・・・・・・・ 魚住　寿穂 (大22被)熊本市

■ 宮崎 ・・・・・・・・・・・松本　君江 (大18被)宮崎市
■ 東京（世話人）・・・大藪恵美子 (大33英)文京区

 （世話人）・・・松﨑　美和 (大35国)東村山市
■ 近畿 ・・・・・・・・・・・清水　園子 (大42被)西宮市
■ 山口 ・・・・・・・・・・・藤本　厚子 (大30国)下関市
■ 広島 ・・・・・・・・・・・伊藤　直子 (大35理)福岡市
■ 鹿児島 ・・・・・・・・下和田ゆかり (大36英)鹿児島市

２
０
２
５(

令
和
７)

年
度
　
総
会
報
告

令
和
7
年
度
本
部
役
員

令和8年度  支部長一覧 (令和7年11月30日現在)
松木 　豊 (大16国)筑　豊

2
0
2
5（
令
和
7
）

年
4
月
20
日（
日
）午
前

11
時
か
ら
、福
岡
女
子
大

学
に
お
い
て
対
面
及
び

Z
o
o
m
配
信
に
よ
り
筑

紫
海
会
総
会
を
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
開
催
し
た
。
対
面

1
2
8
名
、Z
o
o
m
9

名
、合
計
1
3
7
名
の
出

席
が
あ
り
、総
会
は
成
立
。

開
会
の
こ
と
ば
、物
故
者
へ

の
黙
祷
、辻
村
会
長
挨
拶

に
続
き
、向
井
剛
理
事
長

兼
学
長
か
ら
、新
学
科
設

立
な
ど
第
4
期
中
期
計
画

に
つ
い
て
の
説
明
が
あ
り
、

公
立
の
女
子
大
で
あ
り
続

け
る
た
め
、同
窓
会
と
共

に
協
力
し
、応
援
し
あ
う

関
係
を
築
い
て
い
き
た
い
と

の
お
話
を
い
た
だ
い
た
。

ト
と
し
て「
古
澤
巖
ヴ
ァ

イ
オ
リ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
開
催
し
た
。
ま
た
、同

窓
会
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
サ
イ

ト「Bikita

」を
導
入
し
、

令
和
7
年
3
月
1
日
よ

り
運
用
を
開
始
し
た
。

70
周
年
記
念
誌
の
続
編

と
し
て
、百
周
年
記
念
誌

を
2
0
2
7
年
秋
頃
に
刊

行
を
予
定
し
て
い
る
。

２
．令
和
６
年
度
決
算
報
告

及
び
監
査
報
告

大
学
の
協
力
の
も
と
入

会
金
は
増
加
傾
向
に
あ

り
、ま
た
、会
員
の
皆
様

か
ら
多
く
の
ご
寄
附
を

賜
っ
た
。
令
和
６
年
度

周
年
事
業（
特
別
会
計
）

か
ら
、筑
紫
海
会
1
0
0

周
年
プ
レ
イ
ベ
ン
ト（
コ
ン

サ
ー
ト
）、Bikita

初
期
費

用
等
の
支
出
を
行
っ
た
。

３
．令
和
７
年
度
筑
紫
海
会

役
員(

案)

会
長
選
考
委
員
長
か
ら

会
長
の
再
選
、ま
た
、理

事
選
考
委
員
長
か
ら
は

４
名
の
新
役
員
選
出
の

報
告
が
あ
っ
た
。
副
会

長
１
名
は
、決
定
次
第
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
報
告
す

る
予
定
で
あ
る
旨
説
明

が
な
さ
れ
た
。

４
．令
和
７
年
度
事
業
・

活
動
計
画(

案)

か
す
み
祭
と
ク
ラ
ス
委
員

会
の
同
日
開
催（
10
月
）、

支
部
長
会（
11
月
）、筑

紫
海
会
賞
贈
呈（
3
月
）

な
ど
を
計
画
し
て
い
る
。

令
和
8
年
度
筑
紫
海
会

総
会
を
令
和
8
年
4
月

19
日
に
開
催
す
る
こ
と

も
報
告
さ
れ
た
。

５
．令
和
７
年
度
予
算(

案)

前
年
度
の
決
算
と
増
減

が
あ
る
科
目
・
費
目
に
つ

い
て
説
明
が
な
さ
れ
た
。

引
き
続
き
、年
次
会
費
の

納
入
、1
0
0
周
年
記

念
事
業
へ
の
ご
支
援
を
お

願
い
し
た
。

全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ
、

議
事
は
終
了
し
た
。
議
事

終
了
後
は
、同
窓
会
コ
ミュニ

テ
ィ
サ
イ
ト「Bikita

」に
つ
い

て
、小
野
高
速
印
刷
株
式
会

社
よ
り
説
明
が
あ
り
、総
会

は
12
時
に
閉
会
し
た
。

当
番
学
年
の
皆
様
の
ご
協

力
に
、心
よ
り
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

１
．令
和
６
年
度
事
業
・

活
動
報
告
、筑
紫
海
会

1
0
0
周
年
記
念
事
業
の

進
捗
状
況
報
告

令
和
6
年
度
は
総
会
と

同
日
に
、
筑
紫
海
会

1
0
0
周
年
プ
レ
イ
ベ
ン

議
　
事

選
考
委
員
会

辻
村

　克
江（
大
24
食
）

坂
本
千
恵
子（
大
23
国
）

石
永
千
寿
子（
大
38
英
）

中
村
多
嘉
子（
大
22
国
）

吉
岡

　
　郁（
大
25
国
）

真
島

　和
子（
大
27
国
）

田
原

　玲
子（
大
29
国
）

田
上

　優
子（
大
31
英
）

中
竹

　尚
子（
大
31
英
）※

渡
邊

　稔
子（
大
33
英
）

上
野
富
美
子（
大
35
被
）

小
林

　充
江（
大
35
英
）

山
根

　郁
代（
大
35
食
）

別
府

　き
み（
大
37
国
）

堅
井

　聖
恵（
大
37
英
）

村
上

　恭
子（
大
37
英
）

垣
内

　玲
子（
大
38
英
）

彌
永

　玲
子（
大
39
理
）

田
中

　浩
子（
大
39
理
）

濱
田
香
世
子（
大
39
理
）

大
場
巳
佳
子（
大
41
理
）

坂
梨

　
　楓（
大
62
環
境
）

井
原

　和
子（
大
18
英
）

浜
地

　洋
子（
大
36
被
）

窪
田
希
代
子（
大
28
被
）

長
谷
川
陽
子（
大
31
国
）

会
　
長

副
会
長

理
　
事

監
　
事

事
務
局

横
手

　圭
子

久
芳

　智
子

白
水

　美
帆

垣
内

　玲
子

大
場

　巳
佳
子

支

部

長

ク
ラ
ス
委
員

理

事

筑紫海会 令和6年度決算報告及び令和7年度予算
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※
1
0
0
周
年
実
行
委
員
長
兼
務

11
月
15
日
に
理
事
選
出
の
た

め
の
選
考
委
員
会
が
会
則
第
17

条
2
に
則
っ
て
発
足
し
、選
考

作
業
に
入
り
ま
し
た
。

同窓会入会金
年 次 会 費
受 取 利 息
寄 附 金
雑 収 入
繰 入 金
繰 越 金
収 入 合 計

科　　　目

繰 越 金
合 　  計

人 件 費
給 料
交 通 費
福 利 費
退職引当金

事 務 局 費
通 信 費
事務消耗品費
備 品 費
H P 管 理 費
家賃・光熱費

会 議 費
会 議 費
総 会 費
旅費・交通費

事 業 費
専門部活動費
支部助成金
会 報
筑紫海会賞

役 員 報 酬 費
慶 弔 費
交 際 費
予 備 費
支 出 合 計

収
入
の
部

支
出
の
部

5,460,000
3,372,000

2,308
664,500

1,100
0

2,745,892
12,245,800

令和6年度決算

5,278,993
12,245,800

1,635,188
1,507,676
102,120

5,392
20,000

1,091,023
419,104
114,316

0
3,300

554,303
1,337,250
192,269
216,681
928,300

2,682,906
146,221
760,000

1,753,217
23,468
82,000
60,000
10,500
67,940

6,966,807

4,200,000
2,250,000

1,007
0
0
0

5,278,993
11,730,000

令和7年度予算

2,644,000
11,730,000

2,008,000
1,850,000
130,000

8,000
20,000

1,750,000
500,000
250,000
100,000
200,000
700,000

1,950,000
300,000
300,000

1,350,000
2,840,000
230,000
760,000

1,800,000
50,000
88,000

100,000
100,000
250,000

9,086,000

(単位:円)

理
事
選
考
委
員
会



新クラス委員紹介
73回生(2026年卒)

荻 野 史 香 
高 木 咲 羽

大滝梨花子
白 附 夢 音

国際教養
学 科

長 岡 眞 由小代万里奈環 境
科学科

有 馬 愛 華食・健康学科

発行者：福岡女子大学同窓会筑紫海会 ／ 発行所：〒813-8529 福岡市東区香住ヶ丘 1‐1‐1 公立大学法人 福岡女子大学内 
TEL・FAX：（092）692-3194 [月～金 10：00～15：00] ／ メールアドレス：tukusimikai@mb2.fwu.ac.jp
郵便振替口座 01780-7-26212 ／ 印刷所 ダイヤモンド秀巧社印刷株式会社

※QRコードは㈱デンソーウェーブの登録商標です。

■ 村上 祥子 様（大11食）
『古くて新しい今こそ大豆』 東京書籍
■ 伊佐　浩一郎 様
『鎌田迪貞聞き書き「行雲流水」』 九州電力株式会社
■ 水口　一志 様
『“新聞のおばさん”と呼ばれた 高崎節子の闘い：
　児童・女性の人権保護に尽くした半生』 花乱社

寄
贈
図
書

寄
贈
図
書

寄
贈
図
書

同窓会筑紫海会へご寄附いただきありがとうございました

同窓会の皆様、今年度の
総会当番は、大学41回、
42回、63回、70回生が担
当させていただきます。

今回は、来年に創立100
周年を迎える筑紫海会にとって、たいへん
重要な節目の総会となります。多くの皆様に
ご参加いただき、心温まるひとときをお過ごし
いただけますよう、同窓会役員の皆様や前
当番学年の先輩方のお力添えをいただきな
がら、現在準備を進めております。また、総会
終了後には、私たちの大学時代にご指導くだ
さり、現在も精力的にご活動中の村上祥子
先生によるご講演会が予定されています。

ぜひお誘い合わせの上ご出席くださいます
よう、当番学年一同、皆様とお会いできる日を
心より楽しみにしております。

総会当番学年ご挨拶
■実行委員長 ／ 山口 久美子（大41食）
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総会及び筑紫海会創立100周年記念プレイベント「村上祥子先生講演会」を下記のとおり
開催いたします（会報1面参照）。多くの皆様のご参加を心よりお待ち申し上げます。

2026（令和８）年度筑紫海会総会及び講演会のご案内

・参加方式①②（対面参加）
◎申込フォーム（右記QRコード） ◎郵送 ◎FAX のいずれか
・参加方式③（オンライン参加）
◎申込フォーム（右記） または ◎メール
（お申し込みのメールアドレスに配信します）
申込フォームは、右記QRコードもしくは、筑紫海会HP「Bikita」から
郵送・FAX・メールの場合は、下記を記載の上、筑紫海会事務局まで
■ 記載事項／住所、氏名（ふりがな）、卒業回・学科・専攻

（例：大31英）、電話番号、参加方式

※ご不明な点は筑紫海会事務局へ
お気軽にお尋ねください。

福岡女子大学では、毎年、公開講座を開講しており、どなた
でもご受講いただけます。2026年度の特別講座シリーズの
1つをご紹介します。

他にも様々な講座があります。詳細は、下記QRコード
またはURLからサイトにアクセスしてご確認ください。

福岡女子大学公開講座のお知らせ

福岡女子大学地域連携センター
〒813-8529 福岡市東区香住ヶ丘1-1-1
Tel：092-661-2728（直通） Fax：092-692-3220

http://www.fwu.ac.jp/collaboration/exchange/extramural_lecture/index.html

●講座名：「本と人と時代（仮題）」〈シリーズ全5回・1回90分〉
●日　時：2026年10月　毎週金曜日　14時～15時30分
●講　師：向井剛、都地沙央里、村里好俊、山口裕美、濱奈々恵（敬称略）

※日時、講師等は予定

お申込み
・

お問合せ

令和8年度 大学41、42、63、70回生
令和9年度 大学42、43、44、64、71回生

当番
学年

◎在学生の留学への支援（補助金提供）
◎大学との共催事業
◎在学生に筑紫海会賞を授与
◎会報を年1回発行（HPは随時更新）
◎同窓生同士が互いに育ち合う
◎総会および支部総会開催などで広く交流を図る
◎入会手続きは、筑紫海会事務局
（地域連携センター棟1階）へ

TEL・FAX 092-692-3194
【入会金】30,000円
【年次会費】3,000円(在学中は不要)

同窓会の主な活動

＊講演会の先行予約期間（12月1日～1月31日）は終了しました。現在一般予約の受付を行っていま
すが、300席までの先着受付となりますので予めご了承ください。
＊既に講演会の参加申し込みをされている方は、お申し込み不要です。

（１）日　　時：令和8年4月19日（日）
【総　会】 ◎受付／9：30～　◎開会／11：00～11：40
【講演会】 ◎開場／12：40～ ◎開演／13：10～15：00

（２）会　　場：福岡女子大学 ※当日お越しの際は、公共交通機関をご利用ください。
【総　会】 C201講義室（Zoomによる同時配信）
【講演会】 大学会館

（３）参　加　費：2,000円 （お弁当、お茶代） ※現金のみの受付となります。
※当日は、年次会費、寄附金も受け付けます。

（４）議　　事：令和7年度事業・決算報告／令和8年度事業・予算案／令和8年度役員案
（５）参加方式：①総会（対面）と講演会＊に参加

②総会（対面）のみ参加
③総会（オンライン）に参加

（６）申込方法：締切／令和8年4月9日（木）必着

2025年1月～12月まで、延べ326名の皆様より4,033,500円（同窓会100周年）、
延べ156名の皆様より1,272,500円（一般）の寄附がありました。別紙にて、ご寄附い
ただいた皆様のご芳名をご紹介させていただいています。
同窓会活動は、皆様のご支援とご協力によって支えられています。
同封の振込用紙、もしくはBikitaサイト（右のQRコードをご活用くだ
さい）からも受け付けておりますので、年次会費の納入および同窓会
100周年のためのご寄附をどうぞよろしくお願いいたします。

申込
フォームは
コチラ

筑紫海会の100年を振り返る「筑紫海会百周年記念誌」
（2027年秋刊行予定）を制作中です。1997年刊行の『檍が
原から香住丘へ－筑紫海会七十年の軌跡－』の続編として、
その後の30年間の歩みを中心にまとめました。筑紫海学園の
総括や、女専1回生から現在までの卒業生名簿も掲載予定です。
また、大学院修了生へのアンケート、新学部創設前の学生

生活に関する資料収集や取材、筑紫海会賞受賞者による
オンライン座談会、コロナ禍の学生生活をテーマとした座談会
など、多角的な視点で充実した内容となっています。

百周年記念誌制作

71回卒業生の座談会

筑紫海会では、創立100周年を広く周知するため、
3年にわたりプレイベントを開催してきました。

記念誌委員会

◎事務局／福岡女子大学内 ｜TEL・FAX （092）692-3194｜ホームページ https://www.bikita.jp/class/?cl=cfee70 「Bikita 福岡女子大学」または「筑紫海会」で検索
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今回は、本学の同窓生であり、電子レンジ調理の第一人者と
して知られる村上祥子先生を講師にお迎えいたします。日本の
食と健康の歴史をたどりながら、人生１００年時代となった今、
私たちを取り巻く環境が変化しても、日々三食をいただくという営み
は変わりません。元気のもとは食べ方次第というお話を伺いながら、
電子レンジを使った調理実演も目の前でご覧いただけます。

料理研究家。管理栄養士。福岡女子
大学客員教授。1964年、本学家政学
部食物学科を卒業後、1985年より本学
で病態栄養指導講座を担当。らくチン
離乳食から栄養満点おべんとう、糖尿病
予防・改善レシピ、介護食に至るまで、
あらゆるジャンルに電子レンジテクを活用
したレシピを開発。「ちゃんと食べてちゃん
と生きる」をモットーに、日本国内はもと
より海外でも「食べ力（ぢから）®」をつける
ことへの提案と、実践的食育指導に情熱
を注ぐ。2025年、福岡県の文化交流への
貢献が認められ、第33回福岡県文化賞
（社会部門）を受賞。

2026年（令和8年）4月1日

2024年4月：古澤巖ヴァイオリンコンサート

2025年4月：渡邉俊教授による講演
「大学百年史こぼれ話」

2026年4月：村上祥子先生による講演会

なお、2027年3月21日（日）
には、記念式典および古澤巖
ヴァイオリンコンサートの開催を
予定しており、現在その企画・運営
に向けて準備を進めています。

来年の記念イベントのおトクな申込方法については3面をご覧ください。

2025年3月、同窓会と会員、会員同士をつなぐ新たなコミュニ
ティサイト「Bikita（ビキタ）」をスタートしました。会報発送時に会員
登録用ID・パスワードを同封し、総会、クラス委員会、支部長会等で
登録サポートや活用紹介を行うなど、周知活動を継続しています。

サイト内では、2025年9月から「大学通信」タイルが新設される
など、コンテンツの拡充も進行中。今後も、一斉メールによる
新着情報の配信や、イベント申込時の先行予約機能など、利便性
向上に向けた取り組みを行っていきます。

ビ キ タ

BikitaスタートIT化委員会

あわき

筑紫海会創立１００周年記念事業
実行委員会（IT化委員会、記念誌
委員会、式典委員会）のこれまでの
主な活動をご紹介します。

3委員会の活動をピックアップ！

筑紫海会 100周年へ

福岡女子大学 第13回ホームカミングデー 筑紫海会 創立１００周年記念プレイベント
料理研究家

村上祥子先生（大11食）「人生、食べて、カッコよく」
村上祥子氏プロフィール

講演会

２０２６（令和８）年
４月19日（日）
13：10～15：00

日 時

福岡女子大学 大学会館会 場

プレイベント開催式典委員会

2024年 古澤巖コンサート

2027年3月21日㈰スケジュール（予定）

10：30～11：30　オープニングセレモニー・記念式典等
11：50～12：10　総会
13：30～15：30　記念コンサート

事前予約制

筑紫海会会員

300名
総会、講演会の申込方法の詳細
については８面をご覧ください。


